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 蓄積型蛍光体は電離放射線のエネルギーを一時的に蓄積し、外部刺激を加えることによ

って低エネルギーの光子を放出する光学材料の一種である。この性質を活かし、個人被ばく

線量計やイメージングプレートなどに応用されている。蓄積型蛍光体に求められる特性と

して高い発光強度、広いダイナミックレンジ、少ないフェーディングなどが挙げられる。ま

た蓄積型蛍光体を個人被ばく線量計に応用する場合、材料が人体組織等価性に優れている

ことも必要である。 

 本研究では個人被ばく線量計用の新規蓄積型蛍光体の開発を目的に、母材として Al4SiO8

に着目した。当該組成は実効原子番号が 11.3 と人体軟組織に近いため、個人被ばく線量計

用蓄積型蛍光体として有望である。しかし同組成のドシメータ特性に関する研究は我々が

過去に行った Ce 添加 Al4SiO8 単結晶のみに限られる [2]。そこで我々は Eu2+を添加した

Al4SiO8 単結晶をフローティングゾーン法により作製し、そのドシメータ特性の評価を行っ

た。ムライト組成において Eu2+の発光波長は光電子増倍管の波長感度と一致し [1]、さらに

Eu2+は Ce と比較して固溶しやすいため [1]、発光強度の増加が期待される。 

  Fig. 1 に 2.0%Eu 添加 Al4SiO8 単結晶における熱刺激蛍光 (TSL) グローカーブを示す。

250、400°C 付近にグローピークを確認し、これらのピーク温度は他のムライト組成におけ

るピーク温度と一致していた [3]。Fig. 2 に 2.0%Eu 添加 Al4SiO8 単結晶の 250°C における

TSL スペクトルを示す。350–500 nm にブロードな発光を確認でき、これは Eu2+の 5d-4f 遷

移に起因する発光であると考えられる [1]。 
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Fig. 1 TSL glow curve of 2.0% Eu-doped Al4SiO8 

single crystal.  

Fig. 2 TSL spectrum of 2.0% Eu-doped Al4SiO8 

single crystal heated at 250 ○C. 
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